
 

         家庭数 ．令和５年１０月１８日（水） 

学校だより 第１３号 

      校長 山下 恵子 

高槻だより 
  

高 槻 小 学 校 学 校 教 育 目 標 
『心豊かで 自ら学ぶ たくましい 子どもの育成』 

目指す子どもの姿  

た かい こころざしをもち  か しこく  
つ よく  き よらかな   子ども 

 

１０月１２日（木）１３日（金）の２日間で、６年生は修学旅行へ行きました。お

天気にも恵まれ、よい気候の中で過ごせた２日間でした。この旅行で、出発式の際

に２つの約束をしました。１つ目は「よく聞き、よく見て、学び、この貴重な経験、

体験を友達と一緒に楽しもう」２つ目は「事故やけがのないように、元気に出発し

て元気に戻ろう」です。 

1日目は、「九州国立博物館」「大宰府天満宮」「キッザニア」へ行きました。九州

国立博物館では、社会科で学んだ歴史を追いながら、土器や書物、備品など、本物

に触れる機会を得ました。どの子も興味津々で、各時代のブースを回っていました。

後、太宰府天満宮でお参りをしました。「二礼二拍手一礼」を、事前にガイドさんに教えていただ 

いていたので、間違えないようにと、唱えながらお参りしている様子が、ほほえましかっ

たです。 

「キッザニア」では、様々な職業を体験できる場とあって、子どもたちは楽しみに

していたようです。事前に決めていた興味ある職業体験ブースにいき、スタッフの方

の説明を、丁寧に聞いて行っていました。平日で、団体客も少なく、一人6～７つの職

業体験ができたようで、どの子も満足そうでした。 

夕方もすっかり暮れて、柳川の宿につき、美味しい、そして刺身付きウナギ付きの豪華な

夕食をいただいて、10時には就寝しました。宿では、公共のマナーを守り、部屋をきれいに片づけ 

て出発する子どもたちに、宿の女将さんが大変感心され、褒められました。 

2日目は「筑後川昇開橋」を車窓から見学し、「三井グリーンランド」へと行きました。 

小、中、高生の見学者も多く、平日ではありましたが、多くの人々で賑わっていました。 

班での行動でしたが、絶叫系から、お化け屋敷まで、思いっきり楽しんでいました。 

帰りのバスの中では、ぐったりして休む子もいれば、元気

にお菓子を食べる子と様々でしたが、「寝ている人がい

るから、小さな声で話そう」「〇〇ちゃん、気分悪い？

大丈夫？」など、どこでも、どの場所でも、相手を思

いやる気持ちや声掛けに、私も感心した2日間でした。 

この仲間で、この体験や経験は、二度とありません。子どもたち一人一人が、体験、経験し

た思い出を、これからの学校生活に活かして、最上級生として高槻小を引っぱって行ってほし

いと思います。 

来週は「高槻スポーツの日」があります。そこでも、５年、６年は係や役割をもって活躍します。頼もしい上級生に、期待し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもにとって「学んでよかった」学校 保護者，地域にとって「預けてよかった」学校。信頼のおける学校をめざして。 

 

 10月3日（火）に、５年生が稲刈りを行いました。JAの職員の方から、 

刈り方などの説明を受けた後、子どもたちが、しっかりとこうべを垂れた 

稲穂を刈っていました。田植えをした後から、毎日欠かさず水やりをした 

子どもたち。いよいよ次回は脱穀して、米にします。 

家庭科での調理実習で、お米を炊くようです。今回の収穫を、みんなで 

味わえる日が楽しみのようです。 

 


